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こ
の
社
の
近
く
に
小
滝

が
あ
る
こ
と
か
ら
滝
不
動

と
も
呼
ば
れ
、
現
在
も
な

お
、
清
水
が
絶
え
る
こ
と

な
く
湧
き
出
て
い
ま
す
。

　
安
置
さ
れ
て
い
る
不
動

明
王
は
高
さ
2
・
2
㍍
の

木
坐
像
で
、
明
治
　
年
こ

２０

ろ
に
火
災
に
遭
っ
て
 堂
  宇
 

ど
う
 
う

と
台
座
を
焼
失
し
ま
し
た

が
、
村
人
た
ち
に
救
い
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
で
も
、
杉
木
立
に

囲
ま
れ
た
境
内
に
大
イ

チ
ョ
ウ
が
２
本
そ
び
え
る

こ
の
社
と
静
か
に
鎮
座
す

る
不
動
明
王
は
、
地
域
の

人
々
の
心
の
よ
り
所
で
あ

り
、
多
く
の
人
た
ち
が
訪

れ
る
憩
い
の
場
所
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　
石
越
町
大
根
沢
に
滝
神
社
が
鎮
座
し
て
い

ま
す
。
本
尊
は
不
動
明
王
で
、
遠
澤
の
仏
師

（
仏
像
を
刻
む
職
人
）、
二
階
堂
 正
 

し
ょ
う

 七
 （
 規
  慶
 ）

し
ち
 

き
 
け
い

の
作
と
伝
え
ら
れ
、
市
指
定
の
文
化
財
に

な
っ
て
い
ま
す
。
不
動
明
王
は
不
動
尊
や
お

不
動
様
と
も
呼
ば
れ
、
観
音
様
と
並
ん
で
各

地
で
信
仰
の
厚
い
仏
様
で
す
。
ま
た
、
不
動

明
王
は
悪
魔
や
煩
悩
を
降
伏
さ
せ
る
た
め
、

怒
り
の
形
相
で
現
れ
た
仏
様
と
い
わ
れ
、
大

き
な
炎
を
背
負
っ
た
姿
を
し
て
い
ま
す
。
こ

の
炎
で
煩
悩
や
障
害
を
焼
き
払
い
、
悪
魔
を

降
伏
さ
せ
て
行
者
を
守
り
、
悟
り
を
成
就
さ

せ
る
功
徳
を
表
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【所在地】登米市石越町東郷字大根沢５９番地1

【問い合わせ】登米市石越公民館　緯緯022８（３４）２０３６ 022８（３４）２０３６

滝神社と不動明王
（石越）

ふふ
るる
ささ
とと

訪訪
ねね
ああ
るる
記記

広報ミニ展示広報ミニ展示室室 
＝河川に作られた遊泳＝ 河川に作られた遊泳場場＝＝

歴史博物歴史博物館館

照りつける日差しの中、楽しそうに泳ぐ子どもたち

「モバイルとめ」もご利用ください。

http://www.city.tome.miyagi.jp/m/



この写真は、米山町・追土地に排水路を利

用した遊泳場ができた昭和３０年代の写真

です。夏場の河川での遊泳は、水質汚濁

など環境汚染の問題が出てくる以前は、

市内各地の沼や川などで多く見られまし

た。この遊泳場も土地改良区と地域の

人々が協力して排水路に設置され、毎日

５人ほどの大人が交代で監視をしていた

と当時の広報記事に掲載されています。

小学校にプールが設置されるまで、こう

いった光景は市内各地で見られました。

日　時　平成２０年８月２３日（土）
　　　　　午後２時～※開場午後１時

場　所　登米祝祭劇場（大ホール）

入場料　無料（全席自由）※整理券必要

整理券　各総合支所窓口か市民生活部市民生

活課で、８月１日（金）から配布しています（郵便

では受け付けしません）。

内　容　「人権とは何を守るのか？」、「人権の

内容はどんなものか？」、「人権とは一体何なの

か？」、一見難しく思われる“人権”について、長年

の弁護士としての経験や、レギュラー出演されて

るＮＨＫテレビ「生活笑百科」での楽しいエピソー

ドを交えながら、“人権と幸福”をキーワードに、身

近で分かりやすくお話しいただきます。

問い合わせ

　市民生活部市民生活課

　緯 ０２２０（５８）２１１８　FAX ０２２０（５８）３３４５

笑顔で語る人笑顔で語る人権権

平成２０年度　人権を考える講演会

弁護士生活笑百科 ＮＨＫテレビ人気番組

「生活笑百科」にレギュラー

出演中！

講師　 三 
み

 瀬 　
せ

 顕  さん
けん

【プロフィール】昭和15年生、昭和38年３月中央大学法学部卒業。 翌年の昭和39年10月に司法試

験に合格。 昭和40年4月、最高裁判所司法修習生に採用され、昭和42年3月に同修習生を終了す

る。 同年4月、大阪弁護士会所属弁護士登録、現在に至る。 とりわけ、ＮＨＫテレビの「生活笑百

科」に長年レギュラー弁護士として出演。 法律相談に対する気さくな回答と笑顔の良さで、広く全

国のお茶の間で知られている。 テレビやラジオに出演することも多く、さらに全国各地での講演、

また執筆活動と幅広く活躍中。

　登米市メール配信サービスが新しくなりました。

　tome@entry.mail-dpt.jp（携帯用）


